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１．研究計画の概要
明治維新前後には「客観」「法律」など数

多くの新しい概念を表わす語が生じ、その結
果、日本語の語彙はその基本的な部分にまで
大きな変動がもたらされた。これらの語は西
欧の文物受容における日本の近代化を支え
ただけでなく、この 150 年の間に現代日本語
の基本的な語彙の一部に浸透し、専門分野の
みならず一般的な言語生活においても必要
不可欠な語彙となっている。この新しい概念
を表わす語、特に専門用語の中でも学術関係
の用語が明治初期に導入されてから現在に
至るまでの過程でどのようにして定着､一般
化していったか、また或いは定着できずに消
失していったかという語彙の消長に着目し、
その全体像を資料の記述的研究と計量言語
学の手法によって明らかにすることを研究
の目的としている。

特に明治初年から大正にかけて出版され
た『哲学字彙』初版・再版・三版は後世への
影響が大きいと言われているが、その成立過
程や他の資料への具体的な影響は明らかに
なっていないので、主たる著者である井上哲
次郎の諸資料と併せて調査を行う。また時系
列の言語データを解析する計量的な手法の
研究も並行して行う。

２．研究の進捗状況
これまでの３年間で主に下記について調

査・研究を行った。

（１）『哲学字彙』諸版の成立過程と他の資
料への影響に関わる研究

この問題に関しては当初は、明治期雑誌
『太陽』および現代雑誌 70 誌の語彙表と井
上哲次郎の自筆ノートを調査対象に想定し
ていたが、調査を進めるうちに井上哲次郎の
留学中及び留学後の日記（東京都立図書館・
東京大学・文京区所蔵）と、井上哲次郎が深
く関わった『哲学雑誌』（戦前の号 700 冊）、
井上と同時期に欧州に留学していた日本人
の日記などに調査範囲を移行した。これらの
資料によって、井上の外国語学習の状況や言
語観、人物交流の状況が次第に明らかになっ
てきた。

その結果、『哲学雑誌』に改定増補版『哲
学字彙』(明治 17 年)に加筆した「稿本」が
掲載され、それが英独仏和版『哲学字彙』(明
治 45 年)の下地となったことがわかった。ま
た、先行研究で改定増補版『哲学字彙』(明
治 17年)には複数の版種があることが指摘さ
れていたが、『哲学雑誌』の調査から明治 24
年版が存在する可能性が高いこともわかっ
た。

（２）時系列言語データの計量的分析手法の
開発

学術用語が時間とともに伝播していく様
相をＳ字カーブに近似させて分析するため、
医学等ですでに実績のある多変量ロジステ
ィック回帰分析を時系列の語彙データに適
用する手法を開発した。時系列データとして
すでに公開されている国立国語研究所の方
言データ等を用いてその精度の検証を行っ
た。
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３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。

（理由）
『哲学字彙』諸版の成立過程については「稿
本」や明治 24 年版など従来知られていなか
った新資料の発見につながった。また計量的
分析手法の開発では共著論文が社会言語科
学会第 9回徳川宗賢賞をするなど一定の成果
があった。

４．今後の研究の推進方策

（１）『哲学字彙』諸版の成立過程と他の資
料への影響に関わる研究

当初は明治期雑誌『太陽』および現代雑誌
70 誌の語彙表や『哲学字彙』三版の訳語の調
査などを調査対象に想定していたが、新資料
の発見によって成立過程のより詳しい状況
が明らかになることが期待できる。

（２）時系列言語データの計量的分析手法の
開発

これまで試行・開発した手法の検証を引き
続き行う。

（３）問題点への対処
当初想定していたよりも調査範囲が広が

ったため新資料発見など新たな成果も得ら
れたが、一方、予定した４年間の研究期間で
は新資料の調査は終えられない可能性があ
る。その場合はこの課題の期間が終了しても
個人研究として引き続き調査を続けたいと
考えている。
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